
〈
研

究

論
文

５
〉

井
上
洋
治
師
と
遠
藤
周
作
の
「
日
本
人
の
キ
リ
ス
ト
教
」
を
求
め
て

―
福
音
の
文
化
内
開
花
・
文
化
的
受
肉
の
観
点
か
ら
―

兼
　
子
　
盾
　
夫

は

じ

め

に

私

は

以

前

に

遠

藤

の

キ

リ

ス

ト

教

受

容

は

従

来

の

受

容

の

パ

ラ

ダ

イ

ム

で

は
捉
え
き
れ
な
い
と
述
べ
た
。
カ
ト
リ
ッ
ク
で
は
こ
の
現
象
を
ｉ
ｎ
ｃ
ｕ
ｌ
ｔ
ｕ
ｒ
ａ
-

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
　
（
イ
ン
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
と
呼
ぶ
・
こ
れ
は
土
着
化
（
ｉ
ｎ
ｄ
ｉ
ｇ
ｅ
-

ｎ
ｉｘ
ａ
ｔ
ｉｏ
ｎ

）

や

文

化

の

受

容

・

変

容

（
ａ
ｃ
ｃ
ｕ
ｌｔｕ
ｒ
ａ
ｔ
ｉｏ
ｎ
）

に

代

わ

り

、

一

九

八

〇

年

代

に

頻

繁

に

使

わ

れ

た

福

音

宜

教

、

要

理

教

育

の

用

語

だ

が

、

い

ま

一

つ

意

味

が

判

然

と

し

な

い

。

そ

れ

故

、

小

論

で

は

（

一

）

過

去

の

キ

リ

ス

ト

教

の

史

的

な

文

脈

に

お

け

る

ｉｎ
ｃ
ｕ
ｌｔｕ
ｒ
ａ
ｔ
ｉｏ
ｎ

の

意

味

を

明

確

化

し

、

次

に

（
二

）

井

上

と

遠

藤

に

よ

る

「

日

本

人

の

キ

リ

ス

ト

教

」

の

模

索

が

そ

の

好

例

で

あ

る

こ

と

を

論

じ

る

。

一
　

キ

リ

ス

ト
教

史

に

お
け

る
先

例

周
知
の
如

く
パ
ウ
ロ
は
キ
リ
ス
ト
の
福
音
を
ギ
リ
シ
ャ
・
ロ
ー
マ
世
界
の

異
質
な
文
化
に
受
肉
さ
せ
た
。
井
上
は
『
イ
エ
ス
の
ま
な
ざ
し
』
の
中
で
、

ギ
リ
シ
ャ
文
化
と
ユ
ダ
ヤ
的
キ
リ
ス
ト
教
が
出
会
っ
た
時
、
対
立
と
受
容
を

通
し
西
欧
的

キ
リ
ス
ト
教
神
学
の
歴
史
が
始
ま

っ
た
こ
と
、
し
か
も
ギ
リ

ジ

ャ

ー
ラ
テ

ン
教
父
た
ち
は
こ

の
出
会

い
に
お
い
て

自
己

の
文
化
と
実
在
感
覚

と
を
失

わ
ず

に
キ
リ
ス
ト
教
と
対
決
し
こ
れ
を
自
己
の
も

の
と
し
て
受
容
し

て

い
っ
た
と
述

べ
て
い
る
。

定
義

イ
ン
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
は
キ
リ
ス
ト
の
福
音
が
他
の
文
化
に
受
容

さ
れ
生
み
出

さ
れ
た
新
し
い
文
化
的
発
展
の
こ
と
を
い
う
。
し

か
し
そ
れ
は

福
音

が
一
方
的

に
在
来
の
文
化

を
征
服
す
る
の
で
は
な
く
、
ま

た
逆
に
在
来
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の

文

化

が

福

音

を

屈

折

さ

せ
て

受

容

す

る
こ

と

で

も

な

い

。

そ

う

で

は

な

く

両

者

が

相

互

に
影

響

し

合

っ

た
結

果

、

そ

れ

ぞ

れ

の

文

化

や

思

想

に

な

か

っ

た
新
し
い
文
化
を
生
み
出
す
こ
と
を
指
す
。
例
え
ば
キ
リ
ス
ト
教
の
神
の
観

念
は
ギ
リ
ジ
ャ
ー
ロ
ー
マ
に
は
な
か
っ
た
新
し
い
倫
理
的
内
容
を
も
ち
、
同

時

に

そ

れ

は

ユ
ダ

ヤ
教

思

想

に
は

な

か

っ
た
普

遍

的

、

合

理

論

的

な

性

格

を

も

つ

よ

う

に
。

現

代

の

キ
リ

ス

ト
教

受

容

に

こ

の

言

葉

を

適
用

す

る

と
き

に

は

、

そ

れ

を
達

成

さ

れ

た

結

果

（
ａ
ｃ
ｈ
ｉｅ
ｖ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ
）

と

考

え

る
よ

り

も

、

む

し

ろ

そ

の

醸

成

の

過

程

（
ｐ
ｒ
ｏ
ｃ
ｅ
ｓ
ｓ
）

と

考
え

る

べ
き

だ
。

二
　

井

上

・

遠

藤

の

「

日

本

人

の

キ

リ

ス

ト

教

」

を

求

め

て
　

イ

ン

カ

ル

チ

ュ

レ

ー

シ

ョ

ン

の

例

西

欧

キ

リ

ス

ト

教

に
距

離

感

を

抱
き

、

生

涯

小

説

を

書

く

こ

と

で

そ

の

距

離
を
埋
め
よ
う
と
し
た
遠
藤
は
、
ダ
ブ
ダ
ブ
の
洋
服
を
体
に
あ
っ
た
和
服
に

仕

立

て

な

お
す

と

い

う

比

喩

で

そ

の
思

い

を

表

現

し

た

（
「
私

の
文
学
」
一

九

六
七

年
一
月
）
。

し

か
し

こ

の

発
想

は

、
元

は
井

上

が

「
テ

レ

ジ

ア

と

日

本

の

教
会
」
（
『
世
紀
』
一
九
六
四
年
七
月
）
で
言
い
だ
し
た
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に

は
Ｊ
・
ダ
エ
エ
ル
ー
師
の
、
中
世
キ
リ
ス
ト
教
は
も
は
や
現
代
人
に
と
っ
て

身

に
合

わ

な

い
服

と

い

う
表

現

に
遡

る
。

井

上

と

遠

藤

は

そ

れ

を

東

西

の

文

化

的

な

違

和

感

に
転

用

し

た
。

私

は

こ

の

表

現

に

見

ら

れ

る

二

人

の

模
索

の

試

み

こ

そ

、

他

な

ら

ぬ

日
本

に

お
け

る

キ

リ

ス

ト

教

の

イ

ン
カ

ル

チ

ュ

レ

ー

シ

ョ

ン
の

好

例

で

あ

る
と

論

じ

た

い
。

多
く
の
日
本
人
が
井
上
や

遠
藤
か
ら
人
生

に
つ
い
て
大
き

な
影
響
を
受
け

た
こ
と

は
事
実
で
あ

る
。
一
九
九
六
年
九
月
二
九
日
に
遠
藤
は
亡
く
な

っ
た

が
、
彼
の
作
品
は
一
〇
年
後
の
今
で
も
読
み
継
が
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は

彼
の
作
品
が
、
キ
リ

ス
ト
教

に
縁
の
な
い
普
通
の
日
本
人
に
も

生
き
る
力
や

人
生

に
つ

い
て
の
指
針
を
与
え
得
る
か
ら
だ
。
井
上
は
月
に
一
度
、
四
谷
駅

前
の
修
道
院
で
南
無
ア
ッ
パ
の
ミ
サ
を
司
式
し
、
熱
心
な
フ
ァ
ン
（
信
者
と

は
限
ら
な
い
）
の
前

に
矍
鑠
と
し
た
姿
を
見
せ
る
。
彼
の
キ
リ
ス
ト
教
関
連

の
著
作
は
、
他
の
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
と
は
異
な
り
一
般
書
店
で
も
入
手
可
能

で
あ
る
。

日
本
の
自
然
と
生
命
の
風
―
―
芭
蕉
の
貫
道
し
て
一
な
る
も
の

井
上
の
本
質
は
詩
人
の
心
を
も
つ
司
祭
で
あ
る
こ
と
だ
。
井
上
の
自
伝
的

エ
ッ

セ
イ

「
余
白
の
旅
　

思

索
の
あ
と
」
（
日
本
基
督
教
団
出
版
局
〔
以
降
教
団

出
版
と
略
〕
一
九
八
〇
年
）
を
見

る
と
、
彼
は
若

い
時

か
ら

日
本

の
自
然

に
対

し
鋭

い
美
的
感

覚
の
持

ち
主

だ
っ
た
こ
と
が
判

る
。
司
祭
と
し
て
の
彼
の
働

き

は
、
自
然

の
中

に
物

の
哀
れ
を
読
み
取

っ
て
き
た
日
本
人
に
、
そ
の
自
然

の
奥

に
吹
く
神

の
生
命

の
風
、
即
ち
一
切

を
生

か
し
め
て
い
る
神
の
働
き
を

気
づ
か
せ
よ
う
と
試
み
る
こ
と
だ
。
彼
は
『
風
の
な
か
の
想
い
　
キ
リ
ス
ト

教
の
文
化
内
開
花
の
試
み
』
（
教
団
出
版
一
九
八
九
年
）
で
、
宜
長
の
『
紫
文

要
領
』
に
ふ
れ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
桜

の
花
の
盛
り
を
み
て
美
し
い
と
心
打
た
れ
る
人
は
桜
の
心
を
知
っ
た
人

で
あ
り
、
物
の
哀
れ
を
知

っ
て
い
る
人
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ま

だ
そ
こ
に

止
ま

っ
て
い
る
人

は
、
そ
の
桜
を
生

か
し
め
て

い
る
桜
の
生
命
の
奥
を
吹
き



ぬ
け

て

い

る

神

の

生

命

の
風

に

ふ
れ

る
こ

と

は

で

き

ぬ

の

で

は

な

か

ろ

う

か
」井
上
は
、
日
本
人
が
こ
の
物
の
哀
れ
観
を
い
ま
一
歩
突
き
進
め
れ
ば
、
そ

こ

に
超

自

然

の

造

化

の

神

の

存

在

を

、

つ

ま

り

永

年

親

し

ん

で
き

た
自

然

の

背

後

に
神

の
存

在

を

感

じ

る
よ

う

に
な

る

と

言

う

。

こ

れ

は

自
然

即

ち
神

的

存

在

と

い

う

日

本

的

汎

神

論

（
ｐ
ａ
ｎ
ｔ
ｈ
ｅ
ｉｓ
m
）

の

主

張

で

な

く

、

唯

一
神

が

全
て

の
自

然

の

中

に
聖

霊

（
ｓ
ｐ
ｉｒ
ｉｔｕ
ｓ
　
ｄ
ｅ
ｉ
）
神

の
生

命

の
風

（
ｐ
ｎ
ｅ
ｕ
m
a
）
、

神

の
息

吹

と

し

て
働

く

と

い
う

汎

在

神

論

（
ｐ
ａ
ｎ
ｅ
ｎ
ｔ
ｈ
ｅ
ｉｓ
m
）

の

主

張

で

あ

る
。

井

上

の
こ

の

神

理

解

は

、

和

辻

の

言

う

絶

対

無

と

し

て

の

神

の
把

握

で

も

あ

る
。

聖
霊
の
働
く
場
―
―
絶
対
無

井
上
は
ま
た
同
書
で
、
芭
蕉
の
『
笈
の
小
文
』
の
冒
頭
の
「
西
行
の
和
歌

に
お
け
る
（
中
略
）
そ
の
貫
道
す
る
も
の
は
一
な
り
」
を
引
用
し
、
日
本
文

化

が

問

題

に
し

て

き

た
こ

の

一
な

る
も

の

と
は

、

即

ち

限

定

化

し

え

な

い

無

の

体
験

の

道
な

の
だ

と

述

べ

る
。

和

辻

哲
郎

の

『
日

本

倫

理

思

想

史

』

の

言

葉
を
引
き
、
井
上
は
、
日
本
の
伝
統
的
な
神
は
み
な
こ
の
無
を
背
後
に
背
負

っ
て

お
り

、
こ

の
無

を

顕

現

せ

し

め

る
通

路
で

あ

る
が

故

に
聖

で

あ

り

尊

い

。

日

本

の
文

化

は
古

事
記

以

来

ず

っ

と
こ

の
無

の
体

験

を

何

ら

か

の

形

で

求

め

続
け

て
き

た

の
だ

と
言

う

。

で

は

存

在

論
的

な

人

格

神

キ
リ

ス

ト

と

こ

の

場

所
的
絶
対
無
の
関
係
は
ど
う
な
る
の
か
。
自
ら
の
神
観
念
を
東
洋
的
な
汎
神

論

で

は

な

い

か

と
訝

る
人

に
対

し

井

上

は
、

和

辻

の
絶

対

無

を

借

り

そ

れ

を

汎

在

神

論

と

し
て

説

く

。

即

ち
彼

は
絶

対

無

と

し
て

の
神

と

人

格

神

と

は

決

し
て
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
。
存
在
の
次
元

、
静
の
次
元
で
は
あ
く
ま
で
、

神
は
対
象
化
も
言
語
化
も
し
え
な
い
も
の
―
―
こ
れ
は
彼
が
尊
敬
す
る
「
意

識
と
本
質
」
他
の
井
筒
俊
彦
を
想
起
さ
せ
る
が
―
―
絶
対
無
と
表
現
す
る
の

が
ふ
さ
わ
し
い
神
で
あ
る
。
し

か
し
一
度
、
私
た
ち
と
の
関
係
の
次
元

、
動

の
次
元

に
入

っ
た
と
き
に
、
神
は
人
格
神
と
し
て
私

た
ち

に
顕
現
す
る
と
言

う
。
日
本
人
の
物
の
哀
れ
観
、
無
常

観
を
さ
ら
に
一
歩
進

め
、
キ
リ
ス
ト
の

悲
愛

の
感
得

に
ま
で
近
づ
け

る
こ
と

、
そ
れ
が
司
祭
と
し
て
の
井
上
の
生
涯

の
使
命
だ
。
彼
に
よ
れ
ば
従
来
の
宣

教
方
法
で
は
日
本
人

に
無
理
が
あ
る
。

西
欧
が

築
い
た
神
学
の
背
後
に
西

欧
の
霊
性
が
、
更

に
そ
の
背
後
に
西

欧
の

福
音
体
験
が
あ
る
。
し
か
し

、
日
本

は
西
欧
と
ま
っ
た
く
異
な
る
文
化
的
土

地
柄
な
の
で
、
日
本
人
に
神
を
説
く

の
に
神
学
理
論
を
先

に
し
て
は
駄
目

だ
。

ま
ず
日
本
の
風
土
に
根
ざ
し
た
福
音
体
験
を
経
験
さ
せ
、
次

に
キ
リ
ス
ト
教

の
霊
性

、
最
後

に
キ
リ

ス
ト
教
の
体
系
的
な
神
学
（
要

理
教
育
）
へ
と
進
む

べ
き

だ
。

そ
れ
故
、
井
上

は
一
九
六
六
年
、
若
者
と
風
の
家
の
運
動

を
始

め
る
。
そ

の
機
関
誌
が
「
プ
ネ
ウ
マ
（
希
語
で
風
。
神
の
息
吹
）
」
で
年
三
回
の
発
行
。

現
在
、
全
国
の
同
人

は
約
二
〇
〇
〇

人
存
在
し
。
内
訳
は
カ
ト
リ

ッ
ク
三
分

の
一
、
プ
ロ
テ

ス
タ
ン
ト
三
分
の
一
、
残
り

は
信
者
で

は
な
い
人

た
ち
で
、

そ
の
中

に
は
仏
教

の
お
坊
さ
ん
も
含
ま
れ
る
と
、
永
年
、
井
上

と
行
動
を
共

に
す
る
山
根
道
公
氏

は
言
う
。
彼
に
よ
れ
ば
、
ア
ッ
バ
ミ
サ
は
四
谷
駅
前
の

ニ
コ
ラ
・
バ
レ
修
道
院
で
月
一
回
も
た
れ
、
参
加
者
は
毎
回
一
四
〇
～
一
五

〇

人
く
ら
い
で
あ

る
と
。
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和
風

の
イ

エ
ス
、
南
無
ア
ッ
バ

外
人
司
祭
も
ミ

サ
聖
祭
の
カ
リ
ス
（
杯
）
を
抹
茶
茶
碗
に
し
た
り
、
家
庭

ミ
サ
の
と
き
な
ど
、
畳
に
座
っ
て

ミ
サ
を
あ
げ
る
。
井
上
は
、
勿
論
カ
ト
リ

ッ
ク
の
秘
蹟
や
典
礼
は
重
ん
じ
る
の
だ
が
、
自
ら
の
ミ
サ
を
南
無
ア
ッ
バ
の

ミ
サ
と
名
づ
け
る
。
井
上
が
最
終
的
に
到
達
し
た
境
地
は
、
こ
の
南
無
ア
ッ

バ
の
活
動

に
明
確
で
あ

る
。
南
無

Ｎ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｓ

梵

語
、
帰

依
し
奉

る
と

い
う

言
葉

は
ア

ッ
バ
（
ａ
ｂ
ｂａ
）

ア
ラ

ム
語

で
父

を
表
す

幼
児

語
と
と

も
に
唱
え

れ
ば
。
私
は
パ
パ
た
る
イ
エ
ス
の
神
に
帰
依
し
奉
る
と
い
う
信
仰
宣
言
な
の

で
、
ミ
サ
を
ア
ッ
バ
ミ
サ
と
呼
ぶ
の
は
正
し
い
の
だ
が
、
日
本
で
は
南
無
の

後

に
阿

弥
陀
仏
と
か
妙
法

蓮
華
経

と
続
く
こ
と
が
多
い
の
で
、
井
上
の
永
年

の
フ
ァ
ン
で
あ
る
信
者
で
も
、
南

無
ア

ッ
バ
に
は
当
惑

を
隠
さ
な

い
者
も
い

る
。
し

か
し
、
イ
エ
ス
が
、
当
時

の
ユ
ダ
ヤ
人

に
は
決
し
て
で
き
な
か

っ
た

や
り
方
で
お
ん
父
を
ア
ッ
バ
と
呼
ば
れ
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
井
上
の
ア
ッ

バ

に
対

す
る
確
信
は
む
し
ろ
妥
当
で
あ
る
。

三
　

六
組

の
恩

人

、

カ

ト

リ

ッ

ク
司

祭

井

上

の

心

の
軌

跡

（
哲

学

か
ら

キ

リ

ス

ト
教

へ
）

「
プ
ネ
ウ
マ
」
七
六
号
、
二
〇
〇
七
年
夏
・
秋
号
の
南
無
ア
ッ
バ
の
祈
り
と

い
う
記

事
の
中
で

、
井
上

は
自
ら

の
人
生
の
恩
人

と
し
て
六
組
の
人
名
を
挙

げ

る
。

ベ
ル
グ
ソ
ン
、
リ

ジ
ュ

ー
の
聖
テ

レ
ジ
ア
、
Ｇ
・

パ
ラ

マ
ス
、
Ｊ

・

エ
レ
ミ
ヤ
ス
、
そ
し
て
芭
蕉
・
西
行
・
良
寛
で
あ
る
。
後
年
の
彼
は
、
法
然

へ
の
憧

憬
も
隠

さ
な
い
。
自
伝
的

エ
ッ

セ
イ
「
余
白
の
旅
　

思
索
の
あ
と
」

に
は
、
井
上
自
身
の

カ
ト
リ

ッ
ク
司

祭
へ
の
、
ま
た
そ
の
後
の
「
日
本
人
の

キ
リ
ス
ト
教
」
を
求

め
て
の
活
動
が
編
年
史
的

に
記
さ
れ
て

い
る
。
東
大
哲

学
科

に
在
学
中
、
青
春
時
に
戦
争
を
体
験
し

た
井
上
は
、
死
の
不
安
に
苛
ま

れ
焦
燥

の
う
ち
に
魂
の
救
済
を
求
め
て

い
た
。
姉
が
女
子
修
道
会
に
入
会
、

井
上
も

カ
ト
研
に
入
り
週
一
回
上
智
大

の
デ
ュ
モ
リ
ン
師
の
入
門
講
座
に
出

席
。

そ
の
後

カ
ト
リ
ッ
ク
の
世
界
で

。
生
涯
魅
了
さ
れ
続
け

た
書
物
、
リ
ジ

ュ
ー
の
聖
テ
レ
ジ
ア
の
『
小
さ
き
花
』
に
め
ぐ
り
あ
う
。
彼
女
ほ
ど
人
間
の

弱
さ
、
醜
さ
、
小
さ
さ
を
前
提
と
し
、
そ
れ
を
受
容
す
る
神
の
悲
愛
を
一
筋

に
謳

い
あ
げ
た
聖
者
は
い
な
い
と
井
上

は
言
う
。
後
に
Ｊ
・

エ
レ
ミ
ア
ス
の

著
書
『
新
約
聖
書
の
中
心
的
使
信
』
に
接
し
た
と
き
、
井
上
は
、
神
学
的
な

教
養
な
ど
何
も
な
い
テ
レ
ジ
ア
が
、
自
ら
精
神
的
幼
子

の
道
と
名
づ
け

た
求

道
性
こ
そ
イ
エ
ス
の
中
心
的
使
信
で
あ

っ
た
と
驚
く
。

井
上
と
遠
藤
―
―
生
涯
の
戦
友
と
の
運
命
的
な
出
会
い

教
会
の
留

学
生
と
し
て
渡
仏
す
る
遠
藤
と
井
上
が
出
会

っ
た
の
は
、
一
九

五
〇

年
六
月
の
マ
ル
セ
イ

ェ
ー
ズ
号
の
四
等
船
室
に
お

い
て
で

あ
る
。
井
上

は
後
に
『
余
白
の
旅
』
五
三
頁
で
、
遠
藤
と
の
出
会
い
に
特
別
な
人
生
の
不

思
議
さ
を
感
じ
る
と

記
す
。
井
上
が
イ

エ
ス
の
福
音
と
日
本
人
と
い
う
生
涯

の
課
題
を
背
負
っ
て
帰

国
し

遠
藤
を
訪
ね
た
と
き
。
遠
藤
は
作
家
と
し
て
同

じ
課
題
を
背
負
っ
て
既

に
孤
軍

奮
闘
し
て
い
た
。

キ
リ
ス
ト
教
―
―
一
様
化
で
な
く
多
様
性
の
中
の
一
致

リ
ヨ
ン
に
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
修
道
院
（
神
学
校
）
も
あ
り
、
『
阿
弥
陀
仏

信
仰
』
の
著
者
、
当
代
の
碩
学
ド
ゥ
・
リ
ュ
バ
ッ
ク
師
も
い
た
。
ト
マ
ス
の



形
而
上
学
と
悪
戦
苦
闘
中
の
井
上

は
、
彼
の
研
究
を
知
り
、
自
分
が
日
本
人

の
ま
ま
で
も
立
派
な

キ
リ

ス
ト
者

に
な
れ
る
と
確
信
し
、
自
信
を
回
復
す
る
。

井
上
は
ド
ゥ
師
を
あ
ち
こ
ち
で
引
用
す
る
が
、
彼
の
心
に
最
も
強
く
響
い
た

の
は
、
次

の
言
葉
即
ち

キ
リ

ス
ト
の
福
音
を
宣
教
す
る
と
は
一
様
化

ユ
ニ
フ

ォ
ー
ミ
テ
ィ
で
は
な
く
。
多
様
の
中
の
一
致
ユ
ニ
ィ
テ
ィ
だ
っ
た
。
こ
の
頃

の
井
上
は
Ｗ
・
ロ
ス
キ
、
Ｄ
・
ア
レ
オ
パ
ギ
タ
、
Ｇ
・
バ
ル
マ
ス
等
、
東
方

正

教
会
の
霊

性
や
神

秘
主
義

を
通
し

キ
リ
ス
ト
教
の
多
様
性
を
知
る
。

遠
藤
と

の
再
会

「
日

本
人
の
キ
リ
ス
ト
教
を
求

め
て
」

の
旗
の
下

に

カ
ル
メ
ル
を
退
会

、
帰
国

し
た
井
上
を
受
け
入
れ
た
日
本
の
神
学
校
も
状

況

は
同
じ

だ
っ
た
。
井
上

は
、
神
学
校
の
休
み
に

は
も

っ
ぱ
ら
奈
良
・
京
都

を
歩
き

。
和
辻
哲
郎

。
鈴
木

大
拙
、
小
林
秀
雄
ら
の
著
作
を
通
じ
日
本
文
化

に
つ
い
て

理
解
を
深

め
た
。

井
上

は
洗
脳

に
対
す

る
反
発

の
故

に
、
司
祭
叙

階
を
一
九
六
〇
年

ま
で

延
ば
さ
れ
た
。
こ

の
辺
の
井
上

の
姿
は
遠
藤

の
「
深

い
河
」
の
大
津
と
重
な
る
。

四
　
井
上
と
遠
藤
の
神
―
―
井
上
の
南
無

ア

ッ
バ

と

遠

藤

の

同

伴
者

イ

エ
ス

井
上
は

『
日
本
と
イ

エ
ス
の
顔
』
で
カ
ト
リ
ッ
ク
、
プ

ロ
テ
ス

タ
ン
ト
の

別
な
く
、
明
治
以

来
の
キ
リ
ス
ト
教
は
苗
を
植
え

る
の
で

は
な
く
、
西

欧
の

土
壌
で
育

っ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
大
木
を
そ
の
ま
ま
日
本
の
土
壌
に
植
え
つ
け

よ
う
と
し
た
。
武
士
道
と
結
び
つ
き
の
あ
る
内
村

鑑
三

の
よ

う
な
例
外
は
あ

っ
た
と
し
て
も
、
全
体
的
に
キ
リ
ス
ト
教
は
日
本
の
精
神
的
風

土
と
接
触
し

噛
み
合
う
と
こ
ろ
ま
で
い
っ
て
い
な
い
。
遠
藤
の
『
死
海
の
ほ
と
り
』
『
イ

エ
ス
の
生
涯
』
は
、
そ
の
イ
エ
ス
像
に
賛
成
か
否
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
初
め

て
深

く
日
本

の
精
神

的
風
土

に
キ
リ
ス
ト
教
が
噛
み
合

っ
た
画

期
的
な
作
品

と
高
く
評
価
す
る
。
井
上
は
ま
た
『
イ
エ
ス
の
ま
な
ざ
し
』
一
九
八
頁
で
、

悲
愛
の
特
質

が
上
か
ら
下
へ
で

は
な
く
共

に
泣
ぎ
喜
び
重
荷
を
背
負
い
合
う

と
い
う
こ
と
な
ら
ば
、
同
伴
者
と
し
て

た
だ
こ
の
悲
愛
の
み
を
説
き
続
け
た

遠
藤
の
イ
エ
ス
像
は
き
わ
め
て
正
当
な
も
の
と
、
遠
藤
の
同
伴
者
イ
エ
ス
像

を
肯
定
す
る
。
遠
藤
は
「
ピ
リ
ピ
の
教
会
へ
の
手
紙
」
二
章
に
あ
る
イ
エ
ス

の
徹
底
的
な

ケ
ノ
ー

シ
ス
自
己
無
化
の
姿
と
イ

エ
ス
の
予
表
た
る
「
第
ニ
イ

ザ
ヤ
」

の
苦
難
の
僕
を
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
。
無
力
の
人
イ

エ
ス

を
生
み

だ
し
た
の
だ
。

遠
藤

は
『
沈
黙
』
（
一
九
六
六
年
）
で
提
示
し
た
、
日
本
人

に
も
納
得
で
き

る
イ
エ
ス
像
即
ち
同

伴
者
イ
エ
ス
を
検
証
す
る
た
め
に
聖
書
研
究

に
向
か
い
、

「
死

海
の
ほ
と
り
」
（
一
九
七
三
年
）
を
書

く
た
め
、
計
四

回
聖
地
イ

ス
ラ
エ

ル
を
訪
れ
る
。
遠
藤
は

『
新
約
聖
書
』
を
体
系

的
に
勉
強
し
た
が
、
そ
の
時

に
彼
が
採

っ
た
方
法
と
は
、
史
的
事
実
と
し
て

検
証
可

能
か
、
ま
た
周
囲
の

人
々
に
と

っ
て
イ

エ
ス
は
実
存
論
的
に
真
な
る
存
在
か
と

い
う
二
つ
の
基
準

で
あ
る
。
そ
の
成
果
は
新
潮
社
の
連
載
「
波
」
を
経
て
一
本
化
さ
れ
、
『
イ

エ
ス
の
生
涯
』
と
な
る
。
『
イ
エ
ス
の
生
涯
』
に
は
、
ブ
ル
ト
マ
ン
を
批
判

し
た

シ
ュ
タ
ウ

フ
ァ

ー
の
影

響
が
多
く
見
ら
れ
る
。
し

か
し
、

シ
ュ
タ
ウ
フ

ァ
ー
と
も
異
な
り
、
遠
藤
は
奇
跡
物
語
に
描
か
れ
る
イ

エ
ス
像

に
対
し
て

は

上
述
の
基
準

に
従

い
徹
底
し
て
非
神
話
化
し
、
イ
エ
ス
を
無
力
の
人
と
し
て

井上洋治師と遠藤周作の｢ 日本人のキ リスト教｣を 求めて77



し
ま
っ
た
。
す

る
と
徹
底
的

な
無
力

の
人

つ
ま
り
井
上
の
言
う
悲
愛
を
ト

コ

ト
ン
ま
で
生
き

抜
い
た
同
伴
者
イ

エ
ス
な
ら
。

そ
の
死
後

に
ど
う
し
て
弱
虫

の
弟
子

た
ち
が
殉

教
を
も
辞

さ
な
い
強
虫

に
な
り
得
た
の

か
と

い
う
謎
が
残

る
。
そ
れ
は
復
活

の
故
だ
が
。

遠
藤
は
復
活
と

い
う
神
秘

に
つ
い
て
は
、
無

条
件
に
こ
れ
を
信
じ

る
と
告

白
す

る
。

井
上
の
イ
エ
ス
、
遠
藤
の
イ
エ
ス
―
―
ア
ッ
バ
（
父
）
と
永
遠
の

同

伴
者
（
母

な
る
イ

エ
ス
）

遠
藤
は
『
父
の
宗
教
・
母
の
良
拠
』
の
中
で
、
キ
リ
ス
ト
教
の
な
か
に
は

本
来
的
に
母

の
宗
教
も
ふ
く
ま
れ

る
、
そ
れ

は
マ
リ
ア
崇
敬
の
よ
う
な
隠
れ

キ
リ
シ
タ
ン
的
な
こ
と
で
な
く
『
新
約
聖
書
』
の
性
格
そ
の
も
の
だ
、
「
新

約
聖
轡
」
は
む
し
ろ
父
の
宗
教
的
な
『
旧
約
聖
書
』
の
世
界
に
母
性
的
な
も

の
を
導
入
し
、
父
母
的
な
も
の
と
し
た
と
述
べ
て
い
る
。
『
成
熟
と
喪
失
』

他
で
江
藤
淳
が
指
摘
し
て
以

来
、
遠
藤
の
母
な
る
イ

エ
ス
像
に
つ
い
て

は
さ

ま

ざ
ま

に
論
じ
ら
れ
て

き

た
。
こ

れ

に
つ

い
て
井

上
は
、
イ

エ
ス
の
神

は

『
旧
約
』
と
異
な
り
ア
ッ
バ
と
親
し
み
を
籠
め
て
呼
び
か
け
う
る
神
で
あ
り
。

裁
き
主
と
し
て
の
力
強
い
父
性
原
理
的
な
存
在
で
は
な
い
、
そ
れ
は
父
・
母

と
か
の
区
別
以
前
の
保
護
者
と
い
う
も
の
へ
の
呼
び
か
け
で
あ
る
と
、
『
旧

約
』
と
『
新
約
』
の
間
に
断
絶
を
み
る
遠
藤
を
擁
護
す
る
。
し
か
し
、
母
な

る
イ

エ
ス
像
を
公
言
す
る
遠
藤
と

は
異
な
り
、
井
上
の
イ

エ
ス
像
が
ア
ッ
バ

父

に
と
ど

ま

っ
て

い
る
こ
と

は
確

か
で
あ

る
。
私

が

『
日
本
と

イ

エ
ス
の

顔
』
六

六
～
六
七
頁
で
井
上
が
遠
藤
の
作
品
を
イ

ン
カ
ル
チ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン

の
観
点

か
ら
は
高
く
評
価
す
る
が
、
そ
の
イ

エ
ス
像
に
対
し
て
や
や
微
妙
な

含
み
を
持
た
せ
て

い
る
、
と
い
う
の

は
そ
う
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
違
い

は
文
学
上
の
問
題
点
と
し
て
は
既
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
だ
が
、
宗
教
思
想

の
問
題
と
し
て

は
未
着

手
で

あ
る
。

遠
藤
が
こ
の
よ
う
に
神
の
中
に
母
性
的
な
も
の
を
求
め
、
井
上
も
神
を
対

象
化
せ
ず
自
然
の
中

に
息

づ
く
す

べ
て
の
存
在
に
風
、
神
の
息
吹
、
聖
霊
を

求
め
続
け
る
の
は
、
小
野
寺
功
の
言
う
よ
う
に
両
者
に
超
越
的
内
在
で
な
く

内
在
的
超
越
を
求
め
る
共
通

点
が
あ
る

か
ら
だ
。
あ
る

い
は
両
者
の
自
然
観

の
背
後
に
古
来
か
ら
の
日
本
人
の
神
道
的
な
精
神
性
の
基
層
が
横
た
わ
っ
て

い
る
こ
と
に
よ

る
の

か
も
し
れ

な
い
。

キ
リ
ス
ト
教
作
家
遠
藤
の
方
向
転
換
―
―
そ
の
二
つ
の
理
由

初
期
の
遠
藤
作
品

に
お

い
て
顕
著
だ

っ
た
、
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
的
観

点
か

ら
日
本
の
精
神
的
風
土
の
罪
意
識
不

在
を
糾

弾
す
る
姿
勢
は
、
徐

々
に
転
換

し
て

い
く
。
即
ち
神
不
在
の
悲
惨
さ
を
そ
も
そ
も
悲
惨
と
も
感
じ

な
い
日
本

の
精
神
的
状
況
の
な
か
で
厳
し
く
裁
く
神
の
視
点
か
ら
。
と
も
に
苦
し
む
神

の
視
点
に
変
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
『
海
と
毒
薬
』
（
一
九
五
七
年
）
の
罪
意
識

不

在

を

糾
弾
す

る
姿

勢

か
ら
、
『
お

バ

カ
さ
ん
』
（
一

九
五
九
年
）
を

通
じ

『
沈

黙
』
（
一
九
六
六
年
）
執
筆

の
頃

に
は
、
遠
藤

の
眼
は
苦
し
む

者
へ
の
共

感
の
眼

差
し
へ
と
変

わ
る
。
こ

の
遠
藤
の
転
換

に
は
二
つ
の
要

素
が
関

わ
っ

て
い
る
。
一
つ

は
、
遠
藤
の
年
譜
を
み
れ
ば
、
帰
国
し
た
井
上

が
遠
藤

に
再

会
し

「
日
本
人
の
キ
リ

ス
ト
教
を
求
め
て
」
戦
友
と
し
て
共
に
闘

お
う
と
い

う
決
意
を
確
か
め
合
っ
た
こ
と
。
そ
れ
は
遠
藤
の
小
説
を
書
く
姿
勢
で
い
え

ば
西

欧
キ
リ
ス
ト
教
の
裁
く
神
の
視
点
か
ら
、

な
い
も
の
ね
だ
り

的
に
日
本



の
精
神
的
風
土
を
指
弾
す
る
の
で

は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
の
福
音
を
キ
リ
ス
ト

教
の
伝
統
も
文
化
も
な
い
日
本
に
本
当

の
意
味
で

根
づ
か
せ
る
た
め
に
日
本

人
の
心
の
琴
線
に
ふ
れ
る
形
で

伝
え
よ

う
と
す

る
こ
と
で

あ
る
。

こ
の
決
意

と
そ
れ

に
基
づ
く
同
盟
関
係
は
、
遠
藤

の
死
即

ち
一
九
九
六
年

九
月
ま
で

続

く
。
そ
し
て
遠
藤
の
葬
儀
で
井
上

は
「
西

欧
キ
リ
ス
ト
教
と
い
う
ダ
ブ
ダ
ブ

の
服
を
自
分
の
身
の
た
け
に
合
わ
せ
て
仕

立
て

直
す
と
い
う
大
き

な
路
線
で
、

私
た
ち
は
彼
を
捨
て
石

と
せ
ず
踏
み
石

と
し
て

登
っ
て

い
き
た
い
」
と
追
悼

し
た
。
も
う
一
つ
は
遠
藤
の
二
年
間

に
わ
た
る
闘

病
生
活

と
そ
こ

か
ら

の
奇

跡
的
な
生
還
で

あ
る
。

井
上

と
の
再

会
に
よ

っ
て

遠
藤

は
、
自
分
の
道

が
ど

ん
な
に
困
難
で
あ
ろ

う
と
も
立
ち
向

か
わ
な
く
て

は
な
ら

ぬ
と
固
く
決
意
す

る
。
し

か
し
こ
う
し

た
矢
先

、
一
九
六
〇

年
に
遠
藤

は
結
核
の
再
発
で
二
年

余
り
の
闘
病
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
し
か
も
何
度
も
死
線
を
彷
徨

う
辛
い
孤
独
な
病
床
で
自
ら

同
伴
者
イ

エ
ス
を
体
感
し
た
の
で

あ
る
。

一
九
六
六
年
、
遠
藤
は
日
本
人

の
生
活
感
情

に
受
肉

し
た
キ
リ
ス
ト
像
が

描
か
れ
た
最
初
の
小
説
「
沈
黙
」

を
発
表
す

る
。

主
人
公
司
祭

ロ
ド
リ

ゴ
の

心
中
で

は
父

性
的
で
雄
々
し

い
キ
リ
ス
ト
の
顔
が
最
後

に
は
苦
し
む
者
と
、

共
に
苦
し
む
母
性
的
な
キ
リ
ス
ト
の
顔
に
と
変
化
す
る
。
司
祭
ロ
ド
リ
ゴ
は
、

弱
者
の
苦
し
み

を
共
に
す

る
司
祭
と
な

っ
て
初

め
て
踏
絵

を
踏
む
の
で
あ
る
。

五

「
日
本
人
の
キ
リ
ス
ト
教
を
求
め
て
」

―
真
に
普
遍
的
カ
ト
リ
ッ
ク
で
あ
る
と
は

遠
藤
の
こ
の
『
沈
黙
』
か
ら
『
深
い
河
』
へ
の
歩
み
を
振
り
返
る
と
、

『
沈
黙
』
は
ま
さ
に
「
ダ
ブ
ダ
ブ
の
洋
服
を
体
に
あ
っ
た
和
服
に
仕
立
て
な

お
す
」
試
み
の
初
穂
で
あ
る
。
そ
の
後
の
彼
の
軌
跡
は
、
晩
年
の
『
深
い

河
』
と
『
沈
黙
』
に
直
線
を
引
く
と
明
ら
か
だ
。
一
方
、
井
上
は
遠
藤
と
の

間
で
若
干

の
イ

エ
ス
理
解
の
差
を
見
せ
な
が
ら
も
。
終
生
盟
友
遠
藤
の
神

学

顧
問
と
し
て

の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、
二
人
が
西
欧
キ
リ
ス
ト

教

に
違
和
感
を
抱
き
、「
日
本
人
の
キ
リ
ス
ト
教
を
求
め
て
」
模
索
し
続
け
、

遂

に
は
西
欧

キ
リ
ス
ト
教
を
も
相
対
化
す
る
、
真
に
普
遍
的
な
と
い
う
意
味

で
の
カ
ト
リ
ッ
ク
的
視
点
を
学
び
と
っ
て
い
っ
た
過
程
で
も
あ
る
。
そ
の
過

程

は
、
二
人
が
個
別

（
特
殊
）
的
な
日
本
文
化
に
固
執
す
る
こ
と
に
よ
り

、

真
の
普
遍
的

な
文
化
を
獲
得
し

た
過
程
で
も
あ
る
。
二
人
の
「
ダ
ブ
ダ
ブ
の

洋
服
を
体

に
あ

っ
た
和
服
に
仕
立
て
な
お
す
」
と
い
う
一
生
の
仕
事
は
、
あ

の
四
等
船
室
の
語
ら
い
と
七
年
半
後
の
再
開
に
よ
り
、
は
っ
き
り
日
本
の
キ

リ

ス
ト
教
の
イ
ン
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
ヘ
と
方
向
付
け
ら
れ
た
の
で
あ

っ

た
。

（
１
）
「
比
較
思
想
研
究
」
二
二
号

二
七

～
三
三
頁
参
照
。

（
２
）
　
井
上
は
福
音
の
文
化
内
開
花
に
イ
ン
カ
ル
チ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と

ル
ピ
を
振
る
。

受
肉
は
カ
ル
メ
ル
会
の
奥
村
一
郎
師
の
用
語
『
奥
村
一
郎
選
集
』
二
巻
二
〇
三
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頁
参
照
。

（
３
）
　
日
本
基
督
教
団
出
版
局
二
二
頁
。

（
４
）
　
六
世
紀

に
伝
え
ら
れ

た
仏
教
も
鎌
倉
時
代
に
文
化

内
開
花
を
遂
げ
た
典
型
的

な
例
で

は
な
い
か
。

（
５
）
　
Ｅ
・

ピ
レ
イ

ン
ス
師

は
、
著
書

『
出
会
い
と
対
話
か
ら
の
宜
教
と
福
音
化
』

オ
リ

エ
ン
ス
宗
教
研
究
所
第
一
一
章
「
文
化
的
受
肉
」
一
六
三
頁
の
中
で
。
日

本
人

キ
リ

ス
ト
者
が

キ
リ

ス
ト
教
の
神
を
受
容
す
る
と
き
、
神
と
い
う
神
道
の

概
念

（
西
欧
的
な
神
よ
り
も
よ
り
内
在
的
な
文
脈
の
中
で
使
わ
れ
る
）
を
用
い

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
西

欧
の
行
き
過
ぎ
た
超
越
的
神
観
を
正
し
て
い
る
と
述
べ

る
。

つ
ま
り
日
本
人

キ
リ

ス
ト
者
の
神
は
神
道
的
な
八
百
万
の
神
々
の
神
で
は

な

い
の
だ
が
、
同
時

に
そ
れ
は
余
り
に
も
超
越
的
外
在
的
な
西
欧
の
父
な
る
神

で
も
な
い
。

（
６
）
　
井
上
が
他
の
邦
人
司
祭
と
異
な

る
の
は
、
司
祭
で
あ
り
な
が
ら
自
己
の
思
い

を
率
直
に
語
る
姿
勢
だ
、
と
評
論
家
神
谷
光
信
は
述
べ
る
。
『
須
賀
敦
子
と
九

人
の
レ
リ
ギ
オ
』
一
〇
七
頁
参
照
。

（
７
）
　
三
五
頁
参
照
。

（
８
）
　
和
辻
「
日
本
倫
理
思
想
史
」
『
和
辻
哲
郎
全
集
十
二
巻
』
岩
波
書
店
、
六
七

頁
参
照
。

（
９
）
　
こ
の
神

観
念

に
共
感

す
る
日
本
人
キ
リ

ス
ト
者
は
少
な
く
な
い
。
日
本
の
代

表
的
カ
ト
リ
ッ
ク
宗
教
哲
学
者
小
野
寺
功
が
、
『
大
地
の
哲
学
』
で
、
日
本
の

大

地
に
根

ざ
し

た
大

地
的
霊
性
以
外
に

キ
リ
ス
ト
数
的
福
音
の
種
子
を
根
付
か

せ

る
場

は
あ
り
得
な

い
と
述
べ

る
時
、
そ
れ
は
井

上
の
い
う
絶
対
無
を
意
味
す

る
。
井
上
と
同
じ
ぐ

彼
も
、
日
本
人
に
は
唯
一
神
の
存
在
諭
的
理
解
は
困
難
で

西
田
幾
太
郎
の
場
所

的
諭
理
に
よ

っ
て
三
位
一
体
の
神
を
聖
霊
の
働
き
と
し
て

体
感
す

べ
き
と

い
う
。

（
1
0）
　
井

筒
俊

彦
『
意
識
と

本
質
　

精
神
的
東
洋
を
索
め
て
』
岩
波
轡
店
、
一
九

八

三
年
一
七
頁
参
照
。
ま
た
『
イ
ス
ラ
ー
ム
哲
学
の
原
像
』
岩
波
新
書
一
九
八
〇

年
、
一
一
〇
～
一
二
一
頁
に
あ
る
絶
対
無
（
存
在
の
ゼ
ロ
点
）
は
井
上
の
『
キ

リ
ス
ト
を
運
ん
だ
男
』
講
談
社
一
九
八
七
年
。
一
九
二
頁
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

（
1
1
）
　
井
上
・
山
根
『
風
の
な
か
の
想
い
キ
リ
ス
ト
教
の
文
化
内
開
花
の
試
み
』
日

本
基
督
教
団
出
版
局
四
八
頁
、
ま
た
井
上
『
法
然
イ
エ
ス
の
面
影
を
し
の
ば
せ

る
人
』
筑
摩
書
房
二
〇
〇
一
年
「
あ
と
が
き
」
参
照
。

（
1
2
）
　
Ｊ
・
エ
レ
ミ
ア
ス
『
新
約
聖
書
の
中
心
的
使
信
』
一
二
七
頁
以
降
参
照
。

（
1
3
）
『
余
白
の
旅
』
六
三
頁
参
照
。

（
1
4）
　
井
上

は
同

伴
者
イ
エ
ス
に
は
同
意
す
る
が
、

遠
藤

が
そ
れ
を
さ
ら
に
毋
な

る

イ
エ
ス
と
分
か
ち
が
た
く
結

び
つ
け

る
こ
と

に
は
疑
義
を
ほ
の
め
か
し
て
い
る
。

（
1
5
）
　
松
本
滋
『
父
性
的
宗
教
　
母
性
的
宗
教
』
東
大
出
版
会
一
九
七
九
年
を
参
照
。

（
1
6
）
　
天
羽
美
代
子
「
イ
エ
ス
像
の
変
革
」
、
柘
植
光
彦
編
『
遠
藤
周
作
　
挑
発
す

る
作
家
』
至
文
堂
、
二
〇
〇
八
年
、
一
五
四
―
一
五
五
頁
参
照
。

（
1
7
）
　
山
根
は
「
小
野
寺
氏
は
遠
藤
文
学
を
通
読
し
、
初
期
の
『
カ
ト
リ
ッ
ク
作
家

の
問
題
』
一
九
五
四
年
か
ら
『
海
と
毒
薬
』
一
九
五
八
年
あ
た
り
ま
で
は
吉
満

の
影
響
の
た
め
か
ス
コ
ラ
神
学
的
な
超
越
的
内
在
の
色
調
が
強
く
、
『
沈
黙
』

に
お
い
て

は
一
挙
に
内
在
的
超
越
へ
と
方
向
を
転
じ
て
い

る
、
こ
の
遠
藤
文
学

の
方
向
転
換

に
井
上
の
存
在
が
大
き
い
と
指
摘

さ
れ
て
い

る
」
と
述
べ
て
い
る
。

山
根
前
掲
書
一
五
二
頁
ま
た
小
野
寺
功
『
評
諭
　
賢
治
・
幾
太
郎
・
大
拙
・
大

地
の
文
学
』
二
八
八
頁
参
照
。

（
1
8
）
　
長
谷
川
（
間
瀬
）
恵
美
「
母
毋
な
る
も
の
を
求
め
て
―
―
遠
藤
周
作
文
学
と
古

神
道
」
『
三
田
文
学
』

八
四
号
、
二
〇
〇
六
年
、
一

八
九
一

一
九
一
頁
参
照
。

（
か

ね

こ

・
た

て

お

、
西

洋

哲

学

、

横

浜

女

子

短
期

大
学

教

授

）
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